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成果の概要 

糖尿病や心血管系疾患、アレルギーや慢性肺疾患などの成人期の非感染性慢性疾患が、先進国

を中心に増加しており、大きな課題となっている。近年これらの疾患では、胎児期から小児期

にかけての環境暴露による影響が、その後の疾患発症に重要な役割を担っていることが明らか

になりつつある。故に、成人期における慢性炎症性疾患の発症を未然に防ぐには、その発症に

関与する小児期の免疫応答機構の変化を明らかにし、その変化を早期に捉えることで早期介入

を実現できるようにする必要があるが、小児期の免疫応答機構の特徴や、それがどのように変

化することによりその後の疾患発症に至るのかは明らかになっていない。 

そこで本研究では、組織における組織構成細胞及び免疫細胞の経年的変化とその特徴、免疫応

答記憶形成の解析を基盤として、成人期の非感染性慢性疾患に対する先制医療の実現に資する

科学的な基盤を形成することを目的としている。 

本年度は、皮膚における免疫細胞の経年的変化の解析を行なった。2週齢（乳児）、9週齢（成

体）のマウスの皮膚から細胞を分離し、免疫細胞の組成をフローサイトメトリーを用いて検討

した。その結果、いずれの週齢においても表皮、真皮において CD4陽性 T細胞、B細胞、マクロ

ファージの数は同程度であったのに対し、表皮における好酸球数、及び真皮における自然リン

パ球は乳児マウスで有意に多いことを見出した。次に近年、自然免疫系の細胞であるにも関わ



 

らず、ある種の免疫記憶を有する可能性が示唆され注目を集めている自然リンパ球に焦点を当

て検討を行なった。乳児期マウスの皮膚に自然免疫系を介してアトピー性皮膚炎様の炎症を一

時的に惹起した後、成体期になってから再度アトピー性皮膚炎様の炎症を誘導したところ、乳

児期にアトピー性皮膚炎様炎症を誘導していないマウスでは、成体期においても炎症が軽度し

か惹起されないのに対し、乳児期にアトピー性皮膚炎様炎症を誘導したマウスは、成体期にお

いても強いアトピー性皮膚炎用の炎症が惹起されることが明らかにした。 

 


